
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひらつか 

男女共同 

参画プラン 

２
０
２
４ 

【 令和７年度評価 】 

前期：令和６年度から９年度まで 

後期：令和１０年度から１３年度まで 

令和８年（２０２６年）８月 

平塚市 
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を
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に
関
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と
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を
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に
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揮
で
き
る
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会
の
実
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４ 育児、介護などを社会的に支える環境づくり 

５ 職業生活における女性の能力発揮のための支援 

６ 多様で柔軟な働き方の推進 

19 ハラスメント防止のための啓発 

20 誰もが安心して暮らせる環境の整備 

21 生涯を通じた健康支援 

22 セクシュアルマイノリティに関する理解の促進 

７ 誰もが参画できる地域社会への取組 

８ 防災分野における女性参画の推進 

９ 農業分野における女性参画の推進 

12 男性の家事、育児、介護参画の意識づくり 

13 男性自らの働き方の見直し 

10 仕事と生活の両立ができる職場環境の構築 

11 市役所におけるイクボスの推進 

14 事業所におけるイクボスの推進 

15 女性活躍推進のための協議 

16 ＤＶ被害者に対する相談体制の充実 

17 ＤＶ被害者の自立に向けた支援の充実 

18 ＤＶ防止のための啓発 

１ 市役所組織における女性の登用、能力開発、 

職域拡大の推進 

２ 市審議会等への女性参画の推進 

３ 地域組織役員への女性参画の促進 

< 施策 > 

基本方針３ 

 

ワーク・ライフ・バランス 

の推進 

目標実現の
ための視点 

 

基本方針４ 

 

心とからだを大切にする 

環境づくりの推進 

基本方針２ 

 

様々な分野における 

女性の活躍推進 

７ DVの根絶 

★ＤＶ防止計画注２ 

基本方針１ 

 

意思決定過程における 

ジェンダー平等の推進 

< 基本方針 > < 目標 > 

固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
の
改
革 

注１ 女性活躍推進計画：「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」に基づく市町村推進計画 

注２ ＤＶ防止計画：「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」に基づく市町村基本計画 

< 基本理念 > 

１ 意思決定過程における 

女性の参画拡大 

< 施策の方向 > 

２ 職業生活における 

女性の活躍促進 

★女性活躍推進計画注１ 

４ 市の率先行動 

３ 地域社会における 

女性の活躍推進 

５ 男性の家事、育児、介護

への参加の促進 

★女性活躍推進計画 

６ 事業所の実施する 

働き方改革への支援 

★女性活躍推進計画 

 

誰
も
が
活
躍
で
き
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現 

<      > 

 

８ 心身の健康支援と 

性に関する理解の促進 
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１ 概 要 

  ひらつか男女共同参画プラン２０２４では、年度ごとに「Ｐｌａｎ（計画）」、「Ｄｏ（実施）」、「Ｃｈ

ｅｃｋ（評価）」、「Ａｃｔｉｏｎ（改善）」のサイクルで事業の進捗管理を行い、計画に位置付けた各施

策を着実に推進することとしています。この度、令和７年度の取組状況及び進捗状況を次のとおりまと

めました。 

 

２ 関連指標 

  全１３指標のうち、市民意識調査（令和８年度実施予定）の結果を基に把握する７指標を除く６指標

のうち５指標がプラン策定時の数値を上回りました。 

 プラン策定時 令和７年度 
【前期目標値】 
令和９年度まで 

「固定的な性別役割分担意識」にとらわれて
いない市民の割合 

(令和４年９月) 
７２．７％ 

―※１ ７６．０％ 

基本方針１ 【 意思決定過程におけるジェンダー平等の推進 】 

市職員の管理職に占める女性の割合 
(令和５年４月) 
１８．６％ 

２０．６％ ２５．０％ 

市審議会等における女性の割合 
(令和５年３月) 
２７．２％ 

３０．５％ ３０．０％ 

基本方針２ 【 様々な分野における女性の活躍推進 】 

子どもができてからも、女性が仕事を続ける
ことについて、肯定的な考えを持っている市
民の割合 

－ ― ６５．０％ 

保育所等における待機児童数 
(令和５年４月) 

６人 
０人※２ ０人 

基本方針３ 【 ワーク・ライフ・バランスの推進 】 

市役所における男性職員の育児休業取得率 
(令和４年度) 
２６．４％ 

８０．６％ 
１週間以上の取得 

８５．０％ 
１週間以上の取得 

「ワーク・ライフ・バランスが実現できてい
る」と思う市民の割合 

(令和４年９月) 
４８．５％ 

― ５５．０％ 

未就学児を育てている夫婦世帯において、「育
児・子育て」は「夫婦同じくらい分担してい
る」と回答した市民の割合 

(令和４年９月) 
１７．９％ 

― ２０．０％ 

イクボス認定事業所数 
(令和５年４月) 

４８社 
６５社 ６０社 

基本方針４ 【 心とからだを大切にする環境づくりの推進 】 

ＤＶの相談ができる窓口を一つでも知ってい
る市民の割合 

(令和４年９月) 
５６．４％ 

― ６０．０％ 

ＤＶ（身体的、精神的、社会的、経済的、性
的）の行為を全て暴力だと思う市民の割合 

(令和４年９月) 
８６．９％ 

― ８８．０％ 

妊婦健診の受診率 
(令和４年度) 
９７．５％ 

９７．６％ ９８．０％ 

平塚市パートナーシップ宣誓制度を知ってい
る市民の割合 

(令和４年９月) 
９．８％ 

― １５．０％ 

※１ 「－」は、市民意識調査（令和８年度実施予定）の結果を基に把握する指標です。 

※２ 「保育所等における待機児童数」については、目標値が「０人」であるため、数値が下がること

をプラス評価（上昇）としています。 

令和７年度評価 
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３ 施策ごとの評価 

８７※の事業について、「取組状況」や「進捗状況」の結果を集計した結果、「計画どおり実施でき

た」と評価した割合は、９６．０％（１０１中９７）になりました。また、目標に対する達成評価を

「順調」と評価した割合は、９６．０％（１０１中９７）になりました。 

※事業数は８７ですが、複数課が取り組んでいる事業があるため、評価の総数は１０１となります。 

 

 
計画どおり 
実施できた 

順 調 

基本方針１ 【 意思決定過程におけるジェンダー平等の推進 】 

＜施策の方向１＞ 意思決定過程における女性の参画拡大   

施策１ 
市役所組織における女性の登用、能力開発、職域拡
大の推進 

１００.０％ 
【７/７】 

１００.０％  
【７/７】 

施策２ 市審議会等への女性参画の推進 
１００.０％ 
【３/３】 

１００.０％ 
【３/３】 

施策３ 地域組織役員への女性参画の促進 
１００.０％ 
【３/３】 

１００.０％ 
【３/３】 

基本方針２ 【 様々な分野における女性の活躍推進 】 

＜施策の方向２＞ 職業生活における女性の活躍促進 

施策４ 育児、介護などを社会的に支える環境づくり 
７１.４％ 
【５/７】 

７１.４％ 
【５/７】 

施策５ 職業生活における女性の能力発揮のための支援 
１００.０％ 
【３/３】  

１００.０％ 
【３/３】  

施策６ 多様で柔軟な働き方の推進 
１００.０％ 
【１/１】  

１００.０％ 
【１/１】 

＜施策の方向３＞ 地域社会における女性の活躍推進 

施策７ 誰もが参画できる地域社会への取組 
１００.０％ 
【３/３】  

１００.０％ 
【３/３】 

施策８ 防災分野における女性参画の推進 
１００.０％ 
【２/２】 

１００.０％ 
【２/２】  

施策９ 農業分野における女性参画の推進 
５０.０％ 
【１/２】 

５０.０％ 
【１/２】 

基本方針３ 【 ワーク・ライフ・バランスの推進 】 

＜施策の方向４＞ 市の率先行動 

施策１０ 仕事と生活の両立ができる職場環境の構築 
１００.０％ 
【３/３】  

１００.０％ 
【３/３】  

施策１１ 市役所におけるイクボスの推進 
１００.０％ 
【１/１】   

１００.０％ 
【１/１】    
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計画どおり 
実施できた 

順 調 

＜施策の方向５＞ 男性の家事、育児、介護への参加の促進 

施策１２ 男性の家事、育児、介護参画の意識づくり 
１００.０％ 
【６/６】   

１００.０％ 
【６/６】   

施策１３ 男性自らの働き方の見直し 
１００.０％ 
【３/３】 

１００.０％ 
【３/３】 

＜施策の方向６＞ 事業所の実施する働き方改革への支援 

施策１４ 事業所におけるイクボスの推進 
１００.０％ 
【３/３】 

１００.０％ 
【３/３】 

施策１５ 女性活躍推進のための協議 
１００.０％ 
【３/３】  

１００.０％ 
【３/３】 

基本方針４ 【 心とからだを大切にする環境づくりの推進 】 

＜施策の方向７＞ ＤＶの根絶 

施策１６ ＤＶ被害者に対する相談体制の充実 
１００.０％ 
【３/３】  

１００.０％ 
【３/３】 

施策１７ ＤＶ被害者の自立に向けた支援の充実 
９２.３％ 

【１２/１３】  
１００.０％ 
【１３/１３】  

施策１８ ＤＶ防止のための啓発 
１００.０％ 
【４/４】 

１００.０％ 
【４/４】 

＜施策の方向８＞ 心身の健康支援と性に関する理解の促進 

施策１９ ハラスメント防止のための啓発 
１００.０％ 
【４/４】 

１００.０％ 
【４/４】 

施策２０ 誰もが安心して暮らせる環境の整備 
１００.０％ 
【１２/１２】 

１００.０％ 
【１２/１２】 

施策２１ 生涯を通じた健康支援 
１００.０％ 
【８/８】  

８７．５％ 
【７/８】  

施策２２ セクシュアルマイノリティに関する理解の促進 
１００.０％ 
【７/７】  

１００.０％ 
【７/７】 

計 
９６.０％ 

【９７/１０１】 
９６.０％ 

【９７/１０１】 

 

 

４ 総 評 

令和７年度は、市民意識調査の実施年度でなかったため、指標に関する評価は一部にとどまりまし

たが、評価できた指標の多くが目標に向けて数値が上昇しました。また、各指標に関連する事業毎の

評価では、取組状況の９６.０％（１０１中９７）が計画どおり実施でき、進捗状況の９６．０％（１

０１中９７）が順調であったことから全体的な評価として「計画どおり取り組み、推進が図れた」と

評価できます。 


